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  １．小規模化に向けての全国的な動き 
  ２．国の小規模化への今後の計画 
 Ⅱ．岐阜県における児童養護施設の小規模化の動向 
  １．岐阜県における社会的養護の現状 
  ２．岐阜県の児童養護施設利用についての今後の見通し 
 Ⅲ．Ａ児童養護施設の小規模化 
  １．Ａ児童養護施設について 
  ２．Ａ児童養護施設の入所児童状況 
  ３．小規模化にあたって考えたこと 
  ４．Ａ児童養護施設の小規模化の試案 
 Ⅳ．児童養護施設の小規模化に向けての課題 
  １．大舎制から小規模化へ移行するときの課題 
  ２．人的体制、職員の資質の課題 
  ３．子どもの関係についての課題 
  ４．抱え込みについて 
 Ⅴ．まとめ 
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表１ 全国の児童相談所による養護相談への対応状況 
年度 2006 2007 2008 2009 2010 2011 
養護相談総数 a 78,863 83,505 85,274 87,596 101,323 107,511 
施設入所 9,609 9,051 8,981 8,583 8,534 8,432 
里親委託 1,045 1,179 1,179 1,282 1,420 1,797 
施設＋里親 b 10,654 10,230 10,160 9,865 9,954 10,229 
措置率（b/a） 0.135 0.123 0.119 0.113 0.098 0.095 
＊「岐阜県のおける社会的養護に関する指針」（2013年）の表をもとに作成 
   
表２ 岐阜県における児童相談所による養護相談への対応状況 
年度 2006 2007 2008 2009 2010 2011 
養護相談総数 a 829 810 878 772 992 1,100 
施設入所 143 135 150 121 127 155 
里親委託 17 11 17 23 11 10 
施設＋里親 b 163 146 167 144 138 165 
措置率（b/a） 0.197 0.180 0.190 0.187 0.139 0.150 
＊「岐阜県のおける社会的養護に関する指針」（2013年）の表をもとに作成 






年度 2006 2007 2008 2009 2010 2011 
施設・里親措置 163 146 167 144 138 165 
解除件数 167 144 126 160 153 162 
措置の増減 -4 2 41 -16 -15 3 
＊「岐阜県のおける社会的養護に関する指針」（2013年）の表をもとに作成 




   
表４ 岐阜県における児童養護施設の定員、現員、入所率（各年度３/１現在） 
年度 2006 2007 2008 2009 2010 2011 
暫定定員 592 592 604 604 604 603 
現員 571 552 587 588 549 549 





























  本体施設(養護､乳児) グループホーム 里親・フアミリーホーム 





(里 親) 34人 
現状 
















定員 228人 228人 (ファミリーホーム定員) 120人 
現員 205人 205人 205人
(ファミリーホーム) 106人 
(里 親) 99人 
目標の 
概算 





現員構成比 33.3％ 33.3％ 33.3％ 
＊「岐阜県のおける社会的養護に関する指針」（2013年）から 














































年度 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 
在籍児童数 66 67 65 70 61 60 57 










   
表８ Ａ児童養護施設の措置状況 
年度 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 
各年度当初４/１現在の在籍児童数 67 58 62 63 64 59 52 
年度内の入所数 6 15 11 8 7 15 11 
年度内の退所数 15 11 10 7 12 22 6 
措置の増減 -9 4 1 1 -5 -7 5 
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────────────── 
〈注〉 
 ①  生活単位が概ね20人以上で、大きな建物の中に全員で使用する食堂などがあり、日常生活を大き
な集団を基準として行っている施設。 
 ②  家庭から離れ病院や施設で長期間集団生活をすることによって心身に障害が生じることを言う。
20世紀初頭に乳児院で発見され、日本では1950年代、施設で生活する子どもたちに共通する特徴が
あるという主張に端を発して起きた施設養護を模索する論争である。 
 ③  生活単位が概ね13人～19人で、大舎制の集団養護と小舎制の個別養護の両方が可能となっている
養護形態である。 
 ④  吉村は児童養護施設の心理担当職員が生活場面に入るとき、子どもとの心理治療的関係について
十分に考えなければならないこと、心理担当職員の役割についても心理担当職員自身だけでなく施
設の他の職員も考えなければならないことを述べた。吉村譲『児童養護施設の心理職の今後』「子ど
もと福祉」第１巻』明石書店 2008年 pp.46-51 
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